
私は日本医学会で会長を仰せつかっている

森でございます．第 124回日本医学会シンポ

ジウムの開会に当り，一言ご挨拶申し上げた

いと思います．このシンポジウムにみなさま

方のお出ましをお願いいたしましたところ，

それぞれ大変お忙しい中，また非常に遠方か

らもお出かけいただき，ありがとうございま

した．まず，心から御礼申し上げます．

これが第 124回ということですが，私ども

は通常，シンポジウムを 1年に 3回開いてお

りますので，単純に計算いたしまして 40年

の歴史があることになります．その仕組みに

ついて，みなさま方は必ずしもご存じではな

いかもしれませんのでご紹介いたしますと，

まず私どもはシンポジウムのための企画委員

会なるものをもっております．そこで企画委

員の先生方にお集まり願い，次のシンポジウ

ムにはどういうテーマを選ぶかというお知恵

を拝借します．そこでこういうテーマがふさ

わしいのではないかとなりますと，その次に

組織委員会を出発させ，組織委員の方々にそ

のテーマの下にどのような題目がよいか，ど

ういう方々にお話をしていただくのがよいか

など，再びお知恵を拝借します．

今回はプログラムにも書かれていますよう

に，住友病院の松澤佑次先生，京都大学の中

尾一和先生，東京大学の永井良三，門脇 孝

両先生が快く組織委員を引き受けてくださ

り，そうした方々のご努力によってこのプロ

グラムが完成した次第です．組織委員の先生

方のご推薦に基づいて，演者あるいは討論者

を当方からお願いいたしましたが，ほとんど

全員の方にお引き受けいただけましたことは

大変幸いでした．深く感謝申し上げます．

このたびのテーマは「肥満の科学」です．

肥満の科学について私として格別深い印象を

抱いている事柄もございませんが，実は数年

前に米国科学アカデミーの中の Institute of

Medicine（IOM）の年次総会のテーマが肥満で

した．非常に幅広い論議が行われましたが，

一部公開だったために，その折には大変太っ

た市民が何人も見えていました．私はその昔，

米国には本当に太った人がいて，普通のバス

の乗降口を通ることができないほどだと教え

られましたが，IOMの肥満の会にオブザー

バーのようなかたちで，何人もの超肥満に悩

んでいるように見受けられる方が来ておられ

たことは，非常に印象深い光景としていまも

覚えております．

今回の集まりは，日本医学会シンポジウム

の中では年 1回のクローズドの会議で招待

された方のみ，ましてや一般市民の方の参加

はございません．ですから，今日の段階では

やや不確定のことであっても，ストレートに

お茶の間に流れては多少問題があるような事

柄であっても，どうかご遠慮なくご発言いた

だきたいと存じます．

私自身は肥満に関して専門家でも何でもあ

りませんので，特別申し上げることはござい

ませんが，私が現役であったころ，肥満とい

いますと単にデブということだけでした．い

わば形態学的に，難しい言葉を使えば器質的

●肥満の科学

開 会 の 挨 拶

森 亘（日本医学会長）

肥満の科学 1



な事柄ばかりを考えていた．それにしてもあ

まり内容のある課題はなかったように思いま

す．ところが最近ではいろいろ機能的な問題

が取り上げられるようになり，ただ単にバス

の乗り降りが不便だといった問題ではなく，

種々の病態と深く関連した状態が肥満の本質

であるという理解が得られているように感じ

ます．私たちが現役の時代とは違った新しい

観点から，明日，明後日，肥満についていろ

いろとお教えいただけるということで，私自

身，楽しみにいたしております．以上，開会

に先立ちましてご挨拶申し上げました．なに

とぞよろしくお願いいたします．
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